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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   こういうわけで、いつまでも残るものは信仰と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　希望と愛です。その中で一番すぐれているのは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛です。　Ｉコリント１３：１３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

     　　　　　　十字架の勝利　　ローマ ８：３１－３９
アメリカのある神学校の教授が、クラスの人でない若い女性が十字架のネックレスをつけていたのを見て、「なぜ十字架のネックレスをつけているのですか？」とたずねました。その女性は“Because it is beautiful.”（美しいから）といいました。教授はクラスの学生たちにその話をしました。教授はクラスの学生たちに「十字架について、一言でいってください。」といいました。皆さんなら何と答えますか？５０人いるクラスの学生は、様々な答えをしましたが、５人の学生がEvil（悪、邪悪）と答えました。様々な答えの中から教授は、「Evilが一番適切でしょう。」といいました。Evilの同義語を辞書で調べましたら、iniquity, bad, ill, harm, mischief, maleficence, malignancy, sin, wickedness, crime, vice, immorality, viciousnessその他数多くの悪の語が見つかりました。悪魔の特質はEvilで、神と人間の最大の敵です（Iペテロ5:8, Iヨハネ3:8）。
十字架のはりつけの刑罰は、ローマが取り入れた犯罪人を処刑するためのもので、肉体的にも精神的にも苦しませながらじわりじわりと殺す残酷極まりない処刑方法でした。ユダヤ人には十字架による処刑の習慣は
なかったけれど、呪いの象徴として犯罪人の死体を木の上にかけました（申命記21:22-23、IIサムエル:12）。それゆえ十字架を負うということは、この上ない恐怖、恥辱、汚名、呪いを蒙ることを意味しました。神は、罪というEvilを、十字架というEvilの手段によって打ち負かしました。全く罪の無い神の子キリストが、私たちの罪の身代わりとして、十字架につけられて殺されて復活したことによって、十字架はEvilからGood（グッド・ニュース）となりました。ローマ8:31-39の御言葉は十字架の勝利を伝えています。
１．神は私たちの味方
イエス・キリストは心の広い人で、「わたしたちに反対しない者は、わたしたちの味方である。」とおっしゃいました（マルコ9:40）。味方とは、普通対立の中にあって、同じ側に立っている者のことです。敵とは、反対側に立っている者のことです。よく中立ということがいわれますが、神の目から見たら、神の側か、
悪魔の側か二者択一だけです。イエス・キリストを救い主として信じ、受け入れた者は神の子として、神の
側に立つ者とされます。神が私たちの味方であるということは、ただ神が私たちに同情心をもつだけでなく、神がなさる全てのことにおいて、私たちの味方であるということです。
２．命をかけて守ってくれるお方
夫と妻との間で、親子の間で愛をもって命をかけてお互いに守ろうとするなら、今日見られる多くの悲劇
はなくなります。神は、神を信じ従う者を守ってくださいます。悪魔は夜昼私たちを神の御前で訴えようと
していますが（黙示録12:10）、イエス・キリストは十字架の死と復活において死と悪魔に勝ち、大祭司と
して弁護士のように私たちの味方になって、敵から守っていてくださいます。悪魔は全世界を惑わす力をも
って甘い誘惑を仕掛け（創世記3:6、黙示録12:9）、また患難、苦悩、迫害、飢え、裸、危難、剣など、あ
りとあらゆる最悪のものをもって、私たちを神の愛から離れさせようとしますが、神の力は悪の力にはるか
にまさって守ってくださいます。
３．神の御心の確認
この地上の生活には不安となる要素は、数限りなくありますが、絶対にして永遠不動の基盤があります。神は命をかけて私たちを愛し、救い、守って、いかなることがあっても見捨てない、信頼できるお方である
ことを再確認し、神の御心をなしていきましょう。
神は聖なるお方です（レビ記11:44）。そして神は愛のお方です（Ｉヨハネ4:8）。絶対的に聖い神は罪の一点も相容れず、裁き、滅ぼします（ローマ6:23）。しかし、神は無限の愛のお方で、私たちを滅ぼすことをしたくありません。このジレンマは、人間の知恵や方法では解決できませんでした。神は人の心に思い浮
かびもしなかった方法で、永遠の滅びより、永遠の命への救いの道を開いてくださいました。それが十字架
です。罪の裁きと神の愛が同時にあらわされたのが十字架です。
イエス・キリストが復活したことによって、十字架の死が贖罪の完成となり（使徒2:32-36）、忌まわしい十字架が、イエス・キリストの贖罪によって、美しく輝く十字架に変わりました。イエス・キリストを救い
主として信じ、苦難の多い人生を希望と喜びをもって、勝利と祝福の人生を全うしていきましょう。
「あなたがたは、神の定めた計画と神の予知とによって引き渡されたこの方を、不法な者の手によっ

　て十字架につけて殺しました。しかし神は、この方を死の苦しみから解き放って、よみがえらせま
　した。この方が死につながれていることなど、ありえないからです。」　使徒2:23-24
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜鈴木光夫牧師＞
